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収蔵品展

村と家の祭りごと

今回の収蔵品展は、前回の「まつりといの

リーまじないとひながたの祭具一」の展示の

延長上で、村や家における「祭りごと」にみ

る祭具とともに神U、に奉納される御供件輯瑚

や供物に焦点を絞って、収蔵品を中心に展示

で紹介することにしました。

展示の内容は次の通りです。①祈願祭具の

諸相では子供が生まれて一歳の誕生までの成

長と息、災を願う絵馬、病気平癒の形代や祈願

絵馬、節分のオニノメツキや庚申待ちの用具

や祭具。②正月行事ではオコナイや弓打ちの

祭具や御供。③農耕儀礼では野神祭りゃ亥の

子などの祭具。④山の神祭りでは、山の神に

捧げる形代の山道具や削り花。⑤秋祭りでは

神前で舞われる獅子舞いの用具や御供など。

⑥祖先祭祀では、お盆に用いられる祭具や供

物などを展示します。これらの「祭りごと」

には、村びと全員で行なうものや村びと個々

の家で行なうものなどさまざまです。

ここでは、①の祈願祭具の諸相と⑤の秋祭

りのコーナーについて若干紹介することにし

ます。

まず、①祈願祭具の諸相のコーナーでは、

子供が生まれてから一歳の誕生日を迎える頃

までに、村の社(お宮さん)へ参って小形の

絵馬を奉納する習俗が盆地部(主に中和地と

いわれている)にあり、この絵馬を展示しま

す。この子供の健勝祈願の絵馬には、大形と

小形のものがあります。大形の絵馬には村の

子供たちの名前が連署されていて、絵柄には

武者や高砂が猫かれています。また、小形の

絵馬は村びと個々が子供の名前を書いたもの

で、絵柄は大形のものと同様です。ただ、武

者絵は男の子に、高砂は女の子に用いられま

期問 平成 3年2月11日(祝・月)→ 9月1日(日)

す。これらの絵馬は、宮参りのときゃ秋祭り

のときに、村の社に奉納されることが多く、

地域によっては、絵馬奉納が f氏子入りJ を

表すともいわれています。

また、子供の誕生に伴なって一歳の誕生日

祝いに子供を箕に入れ、その前に絵本、筆

(鉛筆)、そろばん、金槌などを並べて子供

に自由に取らせる習俗があります。このとき

に用いられる箕はこの祝いのためのもので、

農耕用と同じ形態の箕であり、そのあと使う

というところも多い。この箕も展示で紹介し

ます。この箕の習俗は、子供の取ったものか

ら子供の将来の才能を占うものであります。

そして、子供の将来を占うもうーつの習俗と

して、このとき餅を風呂敷に包んで背負わせ

ます。

次に同じ絵馬祈願でも、個々人の病気平癒

の祈願のために社寺や村の小祠などに参って

小絵馬を奉納する習俗があります。子供の病

気とくに措虫・夜泣きに効くといわれている

鰻の図柄の絵馬、痔病平癒に効果があると信

じられている赤腰の図柄の絵馬、そして皮膚

病とくに癒滄けサ)の平癒に効力があると

される草を食む牛の図柄の絵馬などを展示し

ます。また、絵馬以夕Hこ腰痛平癒に効くとい

われている横槌の形代も展示します。

このような病気平癒のための祈願は、村び

とという範疇から雜れて個人あるいは家族と

して行なわれるものです。

一方、今まで紹介してきましたものは、日

程が定まっているものではなく、その度々に

営まれる「祭りごと」ですが、日程の定まっ

たものも一部展示で紹介します。

まず、節分ですが、この日に戸口にヒイラ

奥野義雄
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ギの小枝に鰯の頭を刺したものを挿しおきま

す。これは一般にオニノメツキといわれるも

のですが、奈良県内でも地域によってはこれ

以外のもの(たとえば、削り花の頭部にヒイ

ラギを剌したもの)があり、これもオニノメ

ツキなどと呼ばれています。いくつかのオニ

ノメッキを展示で紹介します。

次にこのコーナーの最後になりますが、庚

申待ち(庚申信仰)について紹介します。庚

申待ちは、県内の各村で行なわれてきました。

今日でも、村びとで作られた庚申講といわれ

る団体によって庚申待ちが営まれています。

60日に一回まわってくる庚申の晩に講中の人

びとがヤドに集まって一夜を明かします。こ

のときに使われた庚申の掛軸や御供机や庚申

塔婆などや無病息、災・厄除のための身代わり

猿の用具や祭具を展示で紹介します。これら

によって、村びとの庚申にたいする祈りのー

端を知って貰えればと思っています。

この後、展示コーナーは、②正月の行事、

③農耕儀礼、④山の神祭りへと続きますが、

⑤秋祭りのコーナーについて触れることにし

ます。

秋祭りのコーナーでは、稲の育成に努め、

豊作を願ってきた村びとが、その祈願成就を

神に感謝してともに喜ぶ「祭りごと」、すな

わち秋祭りの用具や御供をとおして村びとの

祈願・感謝の姿を理解して貰えればと思いま

す。この秋祭りのコーナーには、例年10月か

らⅡ月にかけて営まれる県内の秋祭りの内、

10月Ⅱ日に行なわれる曾爾村・門僕神社の秋

祭り、 10月10日に営まれる平群町・生駒山口

神社の渡御祭、そしてⅡ月21日に行なわれる

五条市西阿田・御霊神社秋祭りを含めた五つ

の秋祭りの用具や御仮屋や御供を展示で紹介

します。とくに、曾爾村の門僕神社の秋祭り

には、同神社の氏子である 8ケ大字(村)か

ら種々の御供、すなわち神饌が神前に捧げら

れますが、この御供には珍しいものがありま

す。また、御供が捧げられている問に、境内

では神に奉納する獅子舞が演じられていま

す。この奉納獅子舞は、伊勢大神楽の系統を

引くものと考えられます。その顕著な獅子舞

は、村びとによって「背継ぎ」惰継ぎ獅子」

と呼ばれているものです。そして、この獅子

舞は伊勢大神楽ではランギョクと称されるも

ので、「おいらん道中」とも呼ばれています。

このように秋祭りに奉納される獅子舞は、

曾爾村・門僕神社のみではなく、大和高原の

各村でもあったようです。たとえば、室生村

や榛原町などでも、秋祭りの奉納獅子舞につ

いての伝承が残っていますが、村びとによっ

て営まれていたものとそうでないものがあり

ます。この現存例の門僕神社の奉納獅子舞を

展示で紹介することによって、村びとの娯楽

の一端を見て貰えればとも思っています。
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無形民俗資料ビデオ収録調査抄

本年度の映像収録事業で、大宇陀町田原、

菅原神社の秋祭りの撮影を行なった。

この行事については既に、当『民俗博物館

だより』 V01.XV NO.2にその概要力沫召介され

ているので重複は避け、ここでは今回、収録

のポイントの 1つに置いた「祭りの中に見ら

れる伝承技術」という側面に絞って級告した

し、

行事の中心となる宵宮を彩る重要な要素に
i1ι」コ ゼ

御供餅、御神酒、そして松明がある。午後7

時、これらが社参の行列をなして、上と下の

宮宿から繰り出,す様は実に印象的であるが、

中でも松明と御神酒がこの祭りを特徴づけて

いる。松明は二種類あり、 1つは竹製の長さ

約7 m、太さ約80cm程もある大松明で、青年

団が7、 8人もかかって担ぎ、行列を先導す

る。もう一種は行列に追随する人々が個々に

手に持つ小松明で、苧殻を束ねたものである。

御神酒は神前に供せられた後、瑞垣の内で

行なわれる「トワタシ」と1呼ばれる当屋(宮

宿)の引き継ぎ式ではこれを互いに盃を交わ

すことが行なわれ、またこれ力泌冬われば参拝

者全員にふるまわれることになっている。

これらは全て地元の人々の手によって現在

まで受け継がれ、作川涜けられてきた。特に

小松明の材料となる麻は、代表的な繊維素材

であり、また食用や油脂原料ともなるなど有

用食物として身近に栽培され、利用されてき

たものであるが、これに変わるものが手輯に

入手できるようになった上、戦後その栽培が

秋祭りの中に見られる伝承技術

一宇陀郡大宇陀町田原の秋祭り
横山浩子

"コ"一財

許可制となって、今ではこの秋祭り用に栽培

されている田原の例を除いて、県下ではその

栽培や加工について見ることはできない。

一方、御神酒であるが、各地の秋祭りでし

ばしば重要な位置を占めるものとして登場し、

それぞれ独自の作り方が伝承されている。

ここでは、この麻の栽培・加工と御神酒作

りについて紹介する。

0麻の栽培、加工

田原でも昔は麻の靱皮をとって苧縄や下駄

の鼻緒などとして利用したほか、10年程前ま

でその繊維をとって自家製の蚊帳などを織っ

た経験のある人もおられたといい、また苧殻

は秋祭りの松明のほか、盆の迎え松明やお精

霊さんの箸などに使われるが、かつてはこれ

らは全て自家に栽培したものでまかなった

し、ひとり生え■生のもの)も随分あった

ということである。

現在では主に秋祭りの小松明用として許可

を取り、その年の上、下各当屋のみが各1~

2畝程栽培、管理している。

蒔種は3河中旬頃行ない、刈取りまでに数

回除草等の世話をする。また丈が高くなれば

竹などで周囲を囲って倒れないよう支えてや

らなければならない。

7月下旬、刈取り。ただし、 50本程は種取

り用に残しておく。現在では草刈機などで刈

つてしまうが、昔は根ごと引き抜き、出来る

だけ茎を長く残すようにして根を押切りで落

した。こうすると刈取るよりも長い繊維がと
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れるからという。次に葉部分を鎌で払い、茎

部だけになったものを簾状に編む。そのまま

5、 6日程乾燥させる。これを川や池に浸け

て数日(天候や麻の状態により、日数は異な

る。ほぼ4日~ 7日程度)おいた後、引き上

げて皮を剥ぐ。こうして出来た苧殻はかびが

こないように注意しながら秋祭りの準備にか

かるまで保管される。ちなみに、祭りには特

に必要はないが、日常に重宝するので今でも

剥いだ皮から苧を取っておく人は多い。板を

敷いた上で、竹片や木切れを使って肉質部や

外皮をこそげ取ったものを水洗いし、干して

おくのである。なお、昔楮を盛んに作ってい

た頃は、業者にたのんで楮を蒸すための釜を

佶り、麻を薦で包んだ束をこの上に立てて蒸

し、皮剥ぎをしたこともあったという。

10月下旬~Ⅱ月初旬頃、種を取る。麻は雌

雄異株なので、 50本程残しておいても15、6本

分ぐらいしか種は取れない。取った種は4合

程度、次の当屋に申し送る。

を炊く。これを「ダキ」とよぶ。炊ければ半

切に移し、粗熱をとる。

④麹 1枚につき 1升2 合信11斗2升)の熱

湯を用意して神酒桶に入れ、青竹の棒2本で

ある程度温度が下がるまで撹祥し続ける。こ

うすると湯が陣欠らかくなる」のだという。

ここに③のダキを入れてさらに混ぜ続ける。

⑤人肌より少し暖かい程度(約40゜C)になっ

たとき、よくほぐした麹を入れて混ぜ合わせ

る。入れてすぐは七分粥のような状態である

が暫く撹捍し続けると少し水分が上がってく

るような感じになってくるので、そうなれぱ

一日置く。

御神酒は気温、特に夜の冷え込み具合いに

よって発酵の進み方が違い、その調整が難し

い。気温が低ければ毛布を巻くなどして調節

する(上の垣内の場合)。また一升堤に湯を

入れて桶に抱かせるということもあったとい

う。かつては神酒ばあさんは当屋の家に泊ま

り込みで管理をしたものであった。翌日もー

日、加減をみながら時々撹拝する。

⑥宵宮当日の朝、仕上げ。昔はあまり丁寧な
ことはしなかったともいうが、いつの頃から

か擦鉢を使って飯粒状のものを擦りつぶして

は漉すことを繰り返して滑らかに仕上げるよ

うになった。

こうして乳白色、ポタージュ状の御神酒が

出来上がる。ほの甘く、素朴な味わいである。

X XX

秋祭りは、収穫の季節の歓びを表象する、

一年を通じて最も晴れやかで華やぎある行事

であり、何処の村もその準備には大変な手間

と労力が費やされ、また暮らしの中に培われ

た大小様々な技術がその中に駆使される。中

には田原の苧殻作りのように、もともと日々

の暮らしを支える日常的な技術の延長線上に

あったものが、時代の変化によって実用の場

からは失われ、神に対する崇敬の心を示すも

のに純化されて保存される例も少なからずあ

る。私達の生活技術の痕跡を最後に遺す場と

もなっているのである。

秋祭りは、まさに人々の暮らしの様々な断

面が凝縮され、またその変遷が投影されてい

る民俗の玉手箱である。

註)※もとは10月23日であったが、平成2年

よりその前後の日曜日に変更された。

※※これらは上、下ともに作るが、その作

り方が部分的に異なるところもある。

0御神酒作り

御神酒を仕込むことを「神酒入れ」という。

神酒入れはふつう、当屋のあたった家と同じ

垣内の年配の女性にたのむけ也元では「神酒

ぱあさん」とよぶ)。出来上がるまでの間、

他の年配の女性が補助することもあるが、若

い女性はケガレがあるとして一切これに関わ

ることは出来ない。以下、作り方を記す。

①10月半ば頃、当屋は麹屋(大宇陀町岩清水

にある)に麹を注文する。粳米を持参して麹

を作ってもらうのである。米5合分を「1枚」

といい、徳畔噺酉には10枚程度必要である。

②宵宮の前々日の午前中から神酒入れにかか

る。神酒桶や半切桶等使用する道具を熱湯で

洗い、消毒しておく。

③麹 1枚につき2合、 10枚として2升の餅米

▼
・、,il,Υ.',""・1",・・iiゞ,
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▲神酒入れ麹を入れて撹枠したところ
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無形民俗資料ビデオ収録調査抄

クルミ餅つくり

[はじめに]

クルミ餅というものを作る所が、県内では

奈良盆地やその東部と西部に今も見られる。

大和郡山市矢田地区も盆地周辺の西部に位置

し、 20年程前までは盛んであった。「ニョラ

イサンと青年団のイノコ」には「ナンデモカ

デモ(なにがなんでも)作った」というこの

餅作りの工程を矢田町垣内のご婦人方に、か

つての味と工程を思、い出しながら協力をいた

だいて大和民俗公園内に移築復原されている

旧岩本家住宅内でビデオ収録を行なったので

その概要を報告する。

[背景]

「ニョライサン」とは大阪市平野の融通念

仏宗本山「大念U、寺」から天得如来の掛け軸

を持って御回在の一行が宗旨の各戸を巡りな

がら開帳をする行事である。だから地域によ

つて日時に違いがあるが、矢田あたりでは毎

年Ⅱ月下旬頃で「青年団のイノコ」(このあ

たりでは秋じまいにおこなわれていた青年団

の宴会のこと)と共にクルミ餅にまつわる季

語となっている。

[工程]

工程の概要は以下の通り。

1.青豆(=青大豆)を洗い、ヨイ(宵=前

日の夕刻)から水でウマスケK責けにす

る)

2.翌朝釜で煮る

3.煮えるまで約2時間

4.煮えた青大豆を石臼でひく

臼の補給口に豆を入れるときには、アメ

という煮汁を足しながら箸などで突いて

上臼の穴に入れつつ回す(写真1)

5.石臼から少しずつ吐き出されてくるすり

つぶされた青豆を、包丁の背を利用して

器に掻き取る

6.塩少々と砂糖を加えて味付けする

フ.餅を搗く

8.水餅にして器に取り6の飴をつけてでき

あがり(写真2)

作業内容は比較的単純であるが、 2~5の

工程にかなり手問をくう。特に臼ひき作業に

は骨が折れる。これには粉ひき用の石臼を使

うのだが、乾燥した材料を用いる粉ひきとは

違い、箸で突いて豆を押し込んだり、煮汁を

足しては石臼を回すなどすりつぶすのにはー

苦労である。

搗きたての餅を、取り粉を使わずに小餅程

の大きさにちぎり、塩と砂糖で味付けをした

黄緑色の冷たいソースの様な飴をかけるこの

クルミ餅、見た目よりは適度な甘味と香りが

良い。

かつて盛んな頃は親類、縁者へも配ったと

いうこの辺りの晩秋の季節感を醗す食べ物で

あった。

[名の不思信義]

それは、クルミといいながら胡桃の実はー

切使われず青大豆を使っていることである。

県内では、今日なぜこれをクルミ餅という

「昔は胡桃を使ったのでのかとの質問に、

「飴で包むからでは」といはないか」又は、

う二種の答えが聞かれたが、確かな根拠は押

さえられない。

隣県和歌山に目を転じると紀ノ川上流、伊

大宮守人

、、、

ノご

闇

,

▲(写真1)箸や棒で突いて豆を補給し、石臼を回す
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都郡あたりには「くるみもち」という胡桃を

括った飴であえた餅があり、また同時に胡麻

^^

"ザ泌。階譜師如.§1,ど、
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( 5 )

う本によると、伊都地方の山間部には胡桃の

大木が自生することやその加工法、塩を少し

入れた餅を搗き水取りにして、黒砂糖で味を

ミ

^

サ

戸
、
一

彩
y
ヲ

,
.
.

告
.
゛

. 一

.

■

、
、

、

、
"

.
昌
.

゛
、
、

逸
1
』

乢

り
.
釦
,
:
.
"

、
見

"

、
,
、
.
一
.

-
r

式

え
ざ

、
'
立



付けた甘い胡桃の飴を作ってこの中に入れ和

えること、また、胡麻を妙って括り砂糖と塩

で味を付け餅を和えること、さらに青い枝豆

を括ったものでも和え、きれいな緑色の飴で

あっさりした甘さと特有の香りのあることな

どが収録されている。この例では衣で包むと

ころからの名称のように見える。

さらに他府県の例として、例えぱ栃木県日

光山間の川俣あたりでは、軟らかく煮た大豆

を石臼でひいて塩味を付けこれで餅を包んだ

もの仟火彼岸の中日だけは青い枝豆を用いる)

を「じんだもち」といい、また岩手県の県南

では、茄でた枝豆をすり鉢に入れてすりつぶ

し、塩・醤油少々と、砂糖で味をととのえて

緑色の衣とし、その中に水切り餅をいれて包

むのを「ずんだもち」と呼んでいる。

「ずんだとは「じ人だ」の誰りと思われ

る。「大僻ズ、j によると「じんだ」とは椹杁
と書き「細かい糠に麹と鷺を加えて醸せる も

の。ぬかみそ(下略)」とある。『字源」 に
よれぱ'「桜=柊」で粘る、混じるの意という。

「じんだもち」とは茄でた大豆をすりつぶし

た衣の様子からの命名かと思われる。また、

同じ岩手県南には「くるみもち」として胡桃

のすったものを衣とした同型体の餅もあり、

「くるみもち」と「じんだもち」を呼び分け

ているところから、この例では衣で包む状態

を意識した様子は窺えない。

また、 500年余りも前に南都興福寺の院家

多聞院英俊が記した『多聞院日記』には「ク

ルミ・クルミアヘ・クルミス」などの記載が

あり材料としての胡桃やこれを使う料理の存

在が伺える。またその中に「クルミノ餅(ー

重)」(天正 6 / 8 / 9 ・天正 8 /フ/25

天正20/ 8 / 9 ・文禄 5 / 2 /20)「クルミ

ノモチ」(天正19/ 6 / 3)というのも見え

ている。さらにマメクルミノ餅(天正18/ 5

/24)というのがあり複雑な判断材料を提供

している。

ただ、青豆のと胡桃によるもの両方を味わ

つた方の話では、両名の味香りがよく似てい

るということで、胡桃の代用として青豆が使

われるようになったのではというご意見であ

ノつ、_。

^

"1

'ーー

▲(写真2)水取りにした餅を縮でくるむ

その呼び名の意味や変遷とは別に人々の暮ら

しのりズム=季節感のーつとして受け継がれ

てきたが、様々な要因で名前や材料が変化し

ながらもなおその心持ちにおいて不変な要素

が窺える。そこには、やはりなにがしかの収

穫の喜ぴと先祖祀りという素朴な信仰がこれ

を受け継がせてきた最も大きな背景をなして

いるように思えるのである。おそらくそれは

我々の文化の骨格の一部であると言えるだろ

つ。

また一方、胡桃・胡麻・大豆などの材料や

調理法との関係、その普及の形態・要因など

周辺的な要素にも興味深いものがあり、でき

れぱ様々な史資料をさらに収集分析してみた

いものである。

ー^

ノ み..

注1

クルミモチつくりの収録にあたって意味不

明の名称についてぢえくみた。この餅作りは

*

収録日平成元年"月24日

収録方法ベータカムフォーマットによるビ

デオ収録

テープ時間 約60分

撮影者欲)クリエイティブカンパニー

協力者城野幸子さん(65才)、浅川静子

さん(59才)御明良子さん(54才)、奥野富

美子さん(47才)中野節子さん(46才)、中

野貴代子さん(41才)

以上6名の方々に協力いただいた。

『日本の食生活全集』第30巻 1989年農山漁

村文化協会

ι 0

* *

注2

注3

注4

注5

注6

0

●1/徴 1興'

昭和49年覆刻第三刷平凡社

簡野道明著昭和30年増補初版

( 6 )

0

ι

』第9巻 1988年

』第3巻 1984年
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民俗資料聞き書き短信

四奈良市米谷町の十九夜講とその関連資料

奈良市米谷町の十九夜講及びその関連資料

について報告する。米谷町は市の東南部、天

理市に境を接し、盆地部から東部山間に至る

中間的位置にある農山村である。町内は大き

く上と下に分かれ、上には上垣内・中垣内

横手垣内が、また下には大道・西・門口・清

水・茶屋の 5垣内が属する。

1.上垣内の十九夜講

米谷の上垣内9軒で、現在でも毎月19日の

夜、十九夜講が営まれている。

ふつう各戸から一番年配の女性一人ずつが

垣内の中にある地蔵堂に隣接する会所に集ま

り、「十九夜さん」と呼ぶ如意輪観音の軸を

掛け、全員で和,讃を唱える。かつては会所で
十ド'イUゴハノ

はなく輪番で宿を定めてそこで色御飯(アフ

ラゲメシ=精進の五目飯)を皆でいただき、

講を行ったものだという。また十九夜さんへ

のお供物も空豆やナンバ、キリコ等を妙った

ものであったが今では当世風にパンとなっ

た。

十九夜さんのおかげで安産させてもらえる、

とはよく聞くが毎月の供養以外、特に安産祈

願等をすることはない(以上、平成2年Ⅱ月

19日聞き取り)。

以下は、上垣内に遺る十九夜講関連の有形

資料である。

0十九夜和讃帳

講員は各自和讃の手控え帳を持っている。

もともと耳で聞いたものを個々が書き起こし

たものなので表記方法等細部に違いがある

が、ここでは大塚俊子さんから拝見したもの

一民具と伝承に関する報告一

を挙げる。

きみょうちょうらい十九夜の/ゆらいをく

わしくたづぬれば/にょいりんぼさつのせい

ぐわんじ/あめのふる夜もふらぬ夜も/いか

なるしんのくらき夜もイいとわずたがわずけ
だいなく/十九夜めいどへまいるべし/とら

の二月十九日/十九夜ねんぶつはじまりて/

十九夜ねんぶつ申すなり/なむあみだアぶつ

なむあみだ/ずいぶ人あらたにしょうじんし

/おうじよそうしのふだをうけ/しいしてじ

ようどへ行くときは/みようほうれんげの花

さきて/十方はるかにしづまりて/ふきくる

風もおだやかに/天よりによいりんくわんぜ

おん/たまの天がいさしあげて/八まんゆじ

んのちのいけも/かるさのいけと見てとうる

/ろくぐわんぼさつのせいぐわんじ/にょ

いりんぼさつのせいぐわんじ/あまねくしゅ

じょをすくわんと/ろくどうしゅじゃ'にお

たちある/かなしき女人のあわれさは/けさ

まですみしがはやにごる/ばんざが下の池の

水すすいでこぼすたつときは/天もぢしん

もすいじんも/ゆるさせたまへやくわんぜお

ん/なむあみだアぶつなむあみだ/十九夜

めいどへいる人は/ながくさんずのくをのが

れ/ごくらくじょうどへいちらいす/まんだ

がいけのおだいじょも/いつか心がながみけ

る/けふ十九夜としきとくに/なむあみだア

ぶつなむあみだ/にょらいのめいどもありが

たく/じしんおやたちありありと/すくわ

せたまへやくわんぜおん/そくしんじょうぶ

つ/なむあみだ/なむあみだアぶつ/なむあ

みだ/きみょうちょうらいくわんぜおん/に

よいりんぼさつのおぢひおば/あつめてじつ

につかさどる/ちのいけぢごくにましまさば

/にょいり人ぼさつとなづけたり/みなこれ

女人ののがれなき/月に一度のふじょの水/

ながすにじし人のとがめあり/いつくにすく

いきとちもなし/三あくごうろにすみみれぱ

/ぼさつにその水くようして/けがせるつみ

とは/いかばかり/たまりつもりていけとな

る/ぢょくになづけてけつぼんし/そのいけ

よこたつそのふかさ/おのおの八まんゆうじ

横山浩子
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ゆんにて/あのあの中の大人な/しゃぱにて

にしきにつつまれて/大じんほうけのきたの

かた/さいしゅこくしゅのなりしめも/山が

つどみんのつまこまで/たがいに見かわす顔

と顔/しほのなみだにかきくれて/かなしゃ

いちどにこえをあげ/しゃばのつまこのなを

よべば/ごくさつきじんもほかなれぱ/さら

はといくるひとゞなし/ごくさつきじんのく

りゃいに/ひにくれやぶれてほねくだけ/

なげきかなしむありさまは/めもあてられぬ

次第なり/そのときたれをかたのむべし/大

じ大ひのとのふれば/にょいりんぼさつのし

よけにて/ちのいけぢごくのくをのがれ/は

じすにのるぞへうれしさは/なむあみだアぶ

つなむあみだ/南無大師大悲の観世音/菩陸

/種々重罪五逆消滅/自他平等/即身成佛

(D、上原文のまま)

0上垣内十九夜講中所蔵掛軸

タテ1537X ヨコ452 (mm)紙本著色

裏面に「米谷村施主中尾なよぎく/山

本おすぎ/中尾おかん/北浦おしか/東おゆ

き/大矢おうの/東お岩/前田おせき/縄手

おいし/横道おなか/大塚おさわ/辻ますよ」

の名がみえ、またこれを収める箱の底及び蓋

内面に「明治廿六年五月廿七日大字米谷

東平兵衛」の墨書がある。

なお、表装については傷みが激しかったた

め近年新しく仕替えたものである。

0十九夜観音石仏

場所;上垣内会所敷地内地蔵堂に安置。

形態;舟形光背、半肉彫の六臂如意輪観音菩
薩像。

銘文;N十九夜講中/明治十九年五.月十九日

2.門口垣内の観音堂と十九夜講

下の門口垣内(米谷集会所の市八→に「観

音堂」とよばれる小さな建物があり、厨子に

収められた木彫二臂の如意輪観音菩薩像と舟

形、二臂の如意輪観音菩薩の石仏が祀られて

いる。「囚如意輪観世音菩薩/慶應二寅年二

月十九日」の銘がある。聞き取りによればこ

九らにまつわる信仰として、付近の 5軒ほと

(下の複数の垣内にまたがる)による観音講

がある。これは年・度(春、日は時に定まっ

ていない)宿にあたった家に各戸の家内全員

が集まり会食するものであるという。

また昭和30年代後半の林宏氏の調査によれ

ば、かつては講の財産として茶山を 1枚持っ

ていたとのことである。

石U、の銘にある日付等、十九夜講との結ぴ

つきを想像させるが、このことについ(今回

の調査で門口垣内の吉田家所蔵の如意輪観音

菩薩の掛軸を拝見させていただくことができ

た。この軸の讃には「日本第一熊野那智山/

西國川三所第一番札處/如意輪観世音菩嵯」

とあるが、裏面には「十九夜講中/大薮助'

郎/吉村五兵衛/植野忠、七/裏野重助/下裏

平蔵/下裏藤助/吉田清右ヱ門/右悉知如
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件」とあり、「明治十丑年/正月吉祥日/

修覆之」との日付が入っている。ここに記さ

れてぃる講員の名は全て戸主=男性の名であ

ることが注目されるが、それは現在の観音講

に加入してぃる家とも重なるようであり、観

音講がかつて十九夜講と呼ばれていたことも

想定される。

米谷の上垣内で行われている十九夜講は今

日奈良市東部山間及びその周辺の村落に遺る

その多くとほぽ様子をーにしているといって

よい。一方、下に見られるそれは(観音講と

十九夜講が同じものであったとすれぱ、であ

るが)現在私達が持つ十九夜講の概念とはか

なり異なるが、十九夜講の展開、消長という

問題の一例としては興味深い資料である。さ

らに調査を進めたい。

調査協力者;山本幸子(S.3)、大塚俊子(T

14)、前田キヨノ(T.8 )、縄手きぬゑ(T.4 )、

大裏たつの(T.5)、東アサエ(M.40)、中尾

昭子(T.3)、辻定子(S.16)、中尾文子

( S . 10)、吉田進( S . 13)

※敬称略、()内は生まれ年

なお、平成2年9月22日に米谷の調査に同行させ

ていただき、このたびの調査の契機を与えていただ

いた林宏先生、地元をご案内下さった巽秀清氏他米

谷町の皆様に対し、ここに深く感謝の意を表します。

また、米谷町有の有形資料、秋祭り等についても後

日稿を改めて机告する予定です。
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催しのお知らせ

《収蔵品展》村と家の祭りごと 《常
大和の農村の◎会期
ネ洛平成 3年2月11日(月・祝)

~9月1日(日)
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◎展示構成

①祈願祭具の諸相

②正打行事の祭具と御供

③農耕儀礼の祭具一野神祭り
子祭りー

④山の神の祭りの祭具
⑤秋祭りの祭具と御供
⑥祖先祭祀の祭具と御供
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▲吉田家所蔵如意輪観音菩薩掛軸(上)とその
裏面の墨書(下)
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斐展》大和の生業
くらし

奈良県北西部の奈良盆地(国
中)が稲作の中心となっている
が、その地方の作業工程を展示。

大和のお茶奈良県北東部の大和高原は、
茶の産地であるが、その製茶工
程を通じて民具と人々のかかわ

りを展示。

大和の山村のくら

山の仕事奈良県の約6割をしめる吉野
山地では、むかしからすすんだ
造林方法かとられてきた。
生態的な展示法で、植林から伐

采・運搬・加工までの作業に従

事するひとびとのようすを展示。
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